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予
算
の
用
語
（
歳
入
）

■
市
税

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
税
金
で
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、特
別
土
地
保
有
税
、

入
湯
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
繰
入
金

　

市
の
貯
金
（
基
金
）
を
下
ろ
し

た
お
金
や
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
な
ど
会
計
間
に
お
け
る
現
金
の

移
動
の
こ
と
で
す
。

■
分
担
金
及
び
負
担
金

　

市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
よ
っ

て
、
特
定
の
利
益
を
受
け
る
人
が

い
る
場
合
、
そ
の
人
か
ら
い
た
だ

く
お
金
で
、
事
業
の
必
要
な
経
費

に
充
て
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　

国
か
ら
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。
税
金
な
ど
自
治
体
だ
け
の

収
入
で
政
策
を
行
う
と
、
自
治
体

間
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
格
差
を
一
定
水
準
に
す
る
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金

　

市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
、
国

が
市
に
支
払
う
お
金
の
こ
と
で
す
。

■
市
債

　

市
の
借
金
の
こ
と
で
す
。
原
則

的
に
市
の
事
業
は
、
市
債
以
外
の

収
入
で
行
い
ま
す
が
、
多
額
の
資

金
を
必
要
と
す
る
事
業
や
、
将
来

の
市
民
に
も
経
費
を
払
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
公
平
と
考
え
ら
れ
る
場

合
に
市
債
を
利
用
し
ま
す
。

■
県
支
出
金

　

市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
、
県

が
市
に
支
払
う
お
金
の
こ
と
で
す
。

■
そ
の
他

　

そ
の
他
の
中
に
は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
、
地
方
譲
与
税
、
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
利
子
割
交
付
金
、

諸
収
入
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

財
産
収
入
、
地
方
特
例
交
付
金
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳入歳入 歳入 歳入

市　税
1,811,296千円
19.9％

その他　487,731千円　5.3％

分担金及び負担金
177,499千円　1.9％

繰入金
427,568千円
4.7％

地方交付税
3,6５0,000千円
　40.0％

国庫支出金
899,585千円
9.9％

県支出金
662,421千円　7.3％

市　債
  610,800千円
　　　　  6.7％

その他
393,100千円　4.3％

一般会計
歳　入
9,120,000千円

100％

　
　

依
存
財
源

68.2％

自主財源
  31
.8％

歳　入 （収入）
　歳入には自主財源（市が自主的に収入できるお金）と依
存財源（国や県から交付されるお金や借金）があります。
　本年度の自主財源の割合は約３２％となっています。つま
り１００万円の仕事をする場合、手持ちのお金は３２万円で、
不足の６８万円は、国や県からの補助金などに頼るか借金を
しなければならないということです。
　歳入の基本となる市税は１８億１，１２９万６千円で、前年度に
比べて８千８９５万円（４．７％）の減となっています。
　一方で依存財源である地方交付税は前年度と同額、国庫
支出金は６千２９９万７千円（７．５％）の増、県支出金は２千７９４
万４千円（４．４％）の増となっています。

■市税の内訳　　　　  　（単位：千円）
前年対比予　算　額税　目　名
－５．８％７２０，５４２●市民税
－１．６％６２５，９０７個人分
－２６．６％９４，６３５法人分
－６．０％９１２，８７０●固定資産税
－３．１％２８７，４４２土地
－９．７％４５２，２７８家屋
＋０．３％１５３，６９４償却資産
＋１．９％５，４０９交付金
－１．３％１４，０４７その他
＋３．９％５６，８２４●軽自動車税
＋９．７％１２１，０５８●市たばこ税
± 0％２●入湯税
－４．７％１，８１１，２９６合　　計

住みたい 美しいまち住みたい 美しいまち住みたい 美しいまち

を　つくるためつくるため
べき方向性として平成22年

で、市民のくらしの充実を

て生活する場のことです。

源を効果的・効率的に運用


